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(57)【要約】
【課題】内視鏡と、内視鏡が接続する外部装置とが接続
または分離する場合であっても、冷却のための流路に対
して気密性を容易に確保できる内視鏡用冷却ポンプ機構
を提供すること。
【解決手段】ポンプ機構７１は、制御装置２００の内部
に配設され、駆動力を構成する駆動源８１と、気密が確
保されたコネクタ６５ａの内部に配設され、コネクタ６
５ａが制御装置２００と接続した際に駆動源８１によっ
て可動する可動部９５とを有している。駆動源８１と可
動部９５とは、コネクタ６５ａが制御装置２００と接続
した際に可動部９５が駆動源８１によって可動すること
で、冷媒を発熱源に供給するポンプ部９１として機能す
る。
【選択図】　　　図２Ａ
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内視鏡の先端部に配設されている発熱源と前記発熱源を冷却する冷媒が流れる流路とコ
ネクタとを有する内視鏡と、
　前記コネクタと接続することで前記内視鏡を制御する制御装置と、
　を含む内視鏡システムに配設され、前記流路を介して前記冷媒を前記発熱源に向けて供
給する内視鏡用冷却ポンプ機構であって、
　前記制御装置の内部に配設され、駆動力を構成する駆動源と、
　気密が確保された前記コネクタの内部に配設され、前記コネクタが前記制御装置と接続
した際に前記駆動源によって可動する可動部と、
　を具備し、
　前記駆動源と前記可動部とは、前記コネクタが前記制御装置と接続した際に前記可動部
が前記駆動源によって可動することで、前記冷媒を前記発熱源に供給するポンプ部として
機能することを特徴とする内視鏡用冷却ポンプ機構。
【請求項２】
　前記コネクタの内部に配設され、前記冷媒が充填される充填部をさらに具備し、
　前記可動部は、前記冷媒を前記発熱源に供給するために前記充填部の一部として構成さ
れ、前記駆動源によって前記充填部を可動させることを特徴とする請求項１に記載の内視
鏡用冷却ポンプ機構。
【請求項３】
　前記駆動源は、前記駆動力としての磁力を発生する磁力発生部を有し、
　前記可動部は、
　　前記磁力が作用する磁性体と、
　　前記磁性体を保持し、前記磁性体に対する前記磁力の作用状態に応じて往復に可動す
ることで前記冷媒を圧送する圧送部と、
　を有することを特徴とする請求項２に記載の内視鏡用冷却ポンプ機構。
【請求項４】
　前記磁性体は、前記コネクタと前記制御装置との接続方向において、前記磁力発生部に
対して同一直線上に配設され、
　前記圧送部は、前記接続方向に沿って往復に可動することを特徴とする請求項３に記載
の内視鏡用冷却ポンプ機構。
【請求項５】
　前記磁力発生部は、前記コネクタと前記制御装置との接続方向に対して直交する方向に
沿って配設され、
　前記磁性体と前記圧送部とは、前記直交する方向において前記磁力発生部に挟み込まれ
るように配設され、
　前記圧送部は、前記接続方向に沿って往復に可動することを特徴とする請求項３に記載
の内視鏡用冷却ポンプ機構。
【請求項６】
　前記磁力発生部は、前記コネクタと前記制御装置との接続方向に対して直交する方向に
沿って配設され、
　前記磁性体と前記圧送部とは、前記直交する方向において前記磁力発生部に挟み込まれ
るように配設され、
　前記圧送部は、前記直交する方向に沿って往復に可動することを特徴とする請求項３に
記載の内視鏡用冷却ポンプ機構。
【請求項７】
　前記駆動源は、前記駆動力としての磁力を発生する磁力発生部を有し、
　前記可動部は、
　　前記磁力が作用する磁性体と、
　　前記充填部を封止するように前記充填部の内部に配設され、前記磁性体に対する前記
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磁力の作用状態に応じて前記充填部を摺動することで前記冷媒を圧送する圧送部と、
　を有することを特徴とする請求項２に記載の内視鏡用冷却ポンプ機構。
【請求項８】
　前記駆動源は、駆動発生源と、前記駆動発生源を介して前記コネクタと前記制御装置と
の接続方向に対して往復に可動する駆動体とを有し、
　前記可動部は、往復に可動する前記駆動体によって押圧されることで前記冷媒を圧送す
る圧送部を有することを特徴とする請求項２に記載の内視鏡用冷却ポンプ機構。
【請求項９】
　前記制御装置の前記内部に配設され、前記コネクタが前記制御装置と接続した際に前記
冷媒を冷却する冷却部をさらに具備することを特徴とする請求項１乃至請求項８のいずれ
かに記載の内視鏡用冷却ポンプ機構。
【請求項１０】
　前記制御装置の前記内部に配設され、前記駆動源と前記冷却部とから発生した熱を前記
制御装置の外部に放出する放熱部とをさらに具備することを特徴とする請求項９に記載の
内視鏡用冷却ポンプ機構。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、挿入部の先端部に配設されている発熱源を冷却するために、発熱源に冷媒を
供給する内視鏡用冷却ポンプ機構に関する。
【背景技術】
【０００２】
　内視鏡は、挿入部の先端部に例えばＬＥＤ等の照明部を有している。照明部は、観察対
象物に照明光を照明し、照明に伴い発熱する。この発熱量は、光電変換の損失のため発光
光量に比例して、増加する。この熱は、例えば照明部の寿命や、光量の低下に影響を与え
る。なお、発熱源は、照明部の他に例えば撮像素子も考えられる。
【０００３】
　この影響を抑えるために、照明部を冷却し、発熱を抑える必要がある。このための冷却
構造は、様々あるが、流体型の冷媒を内視鏡内部で強制的に循環させ、照明部に対して熱
を奪う強制循環型が望ましい。このため、内視鏡は、冷媒を照明部に供給する冷却ポンプ
を有している。
【０００４】
　例えば特許文献１において、内視鏡は光源装置と接続し、光源装置はエアポンプを有し
ている。このようにエアポンプは、内視鏡の外部に配設され、内視鏡とは分離されている
。エアポンプは、エアポンプから噴出された空気を照明部に送気するための送気管路と連
通している。この送気管路は、内視鏡側と光源装置側とにそれぞれ配設されている冷却の
ための流路である。内視鏡が光源装置と接続または分離することに応じて、内視鏡側の送
気管路は光源装置側の送気管路と接続または分離する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２０１０－１９４０９４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　特許文献１において、内視鏡は光源装置と分離すると、内視鏡側の送気管路と光源装置
側の送気管路とは外部に連通し、内視鏡側の送気管路と光源装置側の送気管路とは気密を
確保されない。この場合、内視鏡側の送気管路は、清潔性を確保するために、洗浄しなけ
ればならない。
【０００７】
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　洗浄を省くためには、清潔性が確保された状態で、内視鏡側の送気管路が気密を確保さ
れる必要がある。しかし、この場合、内視鏡は、清潔性が確保された後、光源装置と接続
し続けなければならず、使い勝手が悪い。
【０００８】
　このように内視鏡用冷却ポンプが利用されると、内視鏡と、内視鏡が接続する外部装置
とが接続または分離する際、冷却のための流路において気密性の確保が容易ではない。
【０００９】
　本発明は、これらの事情に鑑みてなされたものであり、内視鏡と、内視鏡が接続する外
部装置とが接続または分離する場合であっても、冷却のための流路に対して気密性を容易
に確保できる内視鏡用冷却ポンプ機構を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明は目的を達成するために、内視鏡の先端部に配設されている発熱源と前記発熱源
を冷却する冷媒が流れる流路とコネクタとを有する内視鏡と、前記コネクタと接続するこ
とで前記内視鏡を制御する制御装置と、を含む内視鏡システムに配設され、前記流路を介
して前記冷媒を前記発熱源に向けて供給する内視鏡用冷却ポンプ機構であって、前記制御
装置の内部に配設され、駆動力を構成する駆動源と、気密が確保された前記コネクタの内
部に配設され、前記コネクタが前記制御装置と接続した際に前記駆動源によって可動する
可動部と、を具備し、前記駆動源と前記可動部とは、前記コネクタが前記制御装置と接続
した際に前記可動部が前記駆動源によって可動することで、前記冷媒を前記発熱源に供給
するポンプ部として機能することを特徴とする内視鏡用冷却ポンプ機構を提供する。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明によれば、内視鏡と、内視鏡が接続する外部装置とが接続または分離する場合で
あっても、冷却のための流路に対して気密性を容易に確保できる内視鏡用冷却ポンプ機構
を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】図１は、本発明の第１の実施形態に係る内視鏡システムの概略構成図である。
【図２Ａ】図２Ａは、ポンプ機構を示し、コネクタが差込口に差し込まれる前の状態を示
す図である。
【図２Ｂ】図２Ｂは、図２Ａに示すコネクタが差込口に差し込まれた状態を示す図である
。
【図３Ａ】図３Ａは、ポンプ機構の動作方法を示す図である。
【図３Ｂ】図３Ｂは、ポンプ機構の動作方法を示す図である。
【図３Ｃ】図３Ｃは、ポンプ機構の動作方法を示す図である。
【図３Ｄ】図３Ｄは、ポンプ機構の動作方法を示す図である。
【図４Ａ】図４Ａは、第１の実施形態の第１の変形例におけるポンプ機構を示し、コネク
タが差込口に差し込まれる前の状態を示す図である。
【図４Ｂ】図４Ｂは、図４Ａに示すコネクタが差込口に差し込まれた状態を示す図である
。
【図５Ａ】図５Ａは、第１の実施形態の第２の変形例におけるポンプ機構を示し、コネク
タが差込口に差し込まれる前の状態を示す図である。
【図５Ｂ】図５Ｂは、図５Ａに示す５Ｂ－５Ｂ線における断面図である。
【図５Ｃ】図５Ｃは、図５Ａに示すコネクタが差込口に差し込まれた状態を示す図である
。
【図５Ｄ】図５Ｄは、図５Ｃに示す５Ｄ－５Ｄ線における断面図である。
【図６】図６は、第２の実施形態におけるポンプ機構を示し、コネクタが差込口に差し込
まれる前の状態を示す図である。
【図７】図７は、第３の実施形態におけるポンプ機構を示し、コネクタが差込口に差し込
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まれる前の状態を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　以下、図面を参照して本発明の実施形態について詳細に説明する。　
　図１と図２Ａと図２Ｂと図３Ａと図３Ｂと図３Ｃと図３Ｄとを参照して第１の実施形態
について説明する。　
　なお一部の図面では、図示の明瞭化のために一部の部材の図示を省略している。
【００１４】
　図１に示すように、内視鏡システム１０は、内視鏡１２と、内視鏡１２のコネクタ６５
ａと接続することで内視鏡１２を制御する制御装置２００とを有している。
【００１５】
　図１に示すような内視鏡１２は、例えば図示しない観察対象物を撮像し、撮像のために
観察対象物に照明光を照明する。観察対象物とは、被検体（例えば体腔）内における患部
や病変部等である。
【００１６】
　図１に示すように内視鏡１２は、患者の体腔内等に挿入される細長い挿入部２０と、挿
入部２０の基端部と連結し、内視鏡１２を操作する操作部６０とを有している。
【００１７】
　挿入部２０は、挿入部２０の先端部側から基端部側に向かって、先端硬質部２１と、湾
曲部２３と、可撓管部２５とを有している。先端硬質部２１の基端部は湾曲部２３の先端
部と連結し、湾曲部２３の基端部は可撓管部２５の先端部と連結している。
【００１８】
　先端硬質部２１は、挿入部２０の先端部及び内視鏡１２の先端部であり、曲がらない。
先端硬質部２１は、観察対象物に照明光を照明する照明ユニット３０を有している。照明
ユニット３０は、例えばＬＥＤ素子などの照明部３１を有している。照明部３１は、照明
光を照明する際に発熱する発熱源でもある。また照明部３１は、挿入部２０の先端部及び
内視鏡１２の先端部である先端硬質部２１に配設されている電子部品でもある。
【００１９】
　湾曲部２３は、後述する湾曲操作部６７の操作によって、例えば上下左右といった所望
の方向に湾曲する。湾曲部２３が湾曲することにより、先端硬質部２１の位置と向きとが
変わり、観察対象物が観察視野内に捉えられ、観察対象物は照明光を照明される。湾曲部
２３は、図示しない節輪が挿入部２０の長手軸方向に沿って回動可能に連結されているこ
とで、構成されている。節輪は例えば網状管によって覆われ、網状管は例えば樹脂やゴム
等の外皮によって覆われている。
【００２０】
　可撓管部２５は、所望な可撓性を有しており、外力によって曲がる。可撓管部２５は、
操作部６０の後述する本体部６１から延出されている管状部材である。
【００２１】
　操作部６０は、可撓管部２５が延出している本体部６１と、本体部６１の基端部と連結
し、内視鏡１２を操作する操作者によって把持される把持部６３と、把持部６３と接続し
ているユニバーサルコード６５とを有している。
【００２２】
　本体部６１は、図示しない処置具挿入口を有している。処置具挿入口は、図示しない処
置具挿通チャンネルの基端部と連結している。処置具挿通チャンネルは、挿入部２０内に
おいて、可撓管部２５から先端硬質部２１に渡って配設されている。処置具挿入口は、図
示しない内視鏡用処置具が処置具挿通チャンネルに挿入するための挿入口である。図示し
ない内視鏡用処置具は、処置具挿入口から処置具挿通チャンネルに挿入され、先端硬質部
２１側まで押し込まれる。そして内視鏡用処置具は、先端硬質部２１に配設されている図
示しない処置具挿通チャンネルの先端開口部から突出される。
【００２３】
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　図１に示すように、把持部６３は、湾曲部２３を湾曲操作する湾曲操作部６７を有して
いる。また、把持部６３は、把持部６３が操作者に把持された際に、操作者の手によって
操作される図示しないスイッチ部を有している。スイッチ部は、図示しない吸引スイッチ
と、送気・送水チャンネルのための図示しない送気・送水スイッチとを有する。また、把
持部６３は、撮像ユニットのための図示しない各種ボタンを有している。
【００２４】
　ユニバーサルコード６５は、制御装置２００に接続するコネクタ６５ａを端部に有して
いる。コネクタ６５ａは、図示しない画像処理装置等とも接続する。
【００２５】
　また図１に示すように、内視鏡システム１０は、発熱源である照明部３１を冷却するた
めに後述する流路を介して冷媒を照明部３１に向けて供給する内視鏡用冷却ポンプ機構（
以下、ポンプ機構７１と称する）を有している。　
　ポンプ機構７１は、制御装置２００の内部に配設され、駆動力を構成する駆動源８１と
、気密が確保されたコネクタ６５ａの内部に配設され、コネクタ６５ａが制御装置２００
と接続した際に、駆動源８１の駆動力によって可動する可動部９５とを有している。コネ
クタ６５ａが制御装置２００と接続した際に可動部９５が駆動源８１によって可動するこ
とで、駆動源８１と可動部９５とは、冷媒を発熱原である照明部３１に供給するポンプ部
９１として機能する。駆動源８１は制御装置２００の内部に配設され、可動部９５は気密
が確保されたコネクタ６５ａの内部に配設されているため、駆動源８１と可動部９５とは
別体となっている。
　また、図２Ａと図２Ｂとに示すように、ポンプ機構７１は、コネクタ６６ａの内部に配
設され、冷媒が充填される充填部９３をさらに具備している。充填部９３は、ポンプ部９
１に含まれていても良い。
　以下において、駆動源８１、充填部９３、可動部９５の順でそれぞれを説明する。
【００２６】
　制御装置２００は、コネクタ６５ａが制御装置２００と接続する際に、コネクタ６５ａ
が差し込まれる例えば凹形状の差込口２０１を有している。
【００２７】
　駆動源８１は、この差込口２０１側に固定されている。詳細には、図２Ａに示すように
、駆動源８１は、制御装置２００の内部、且つ差込口２０１を形成する制御装置２００の
周壁部に配設されている。本実施形態では、駆動源８１は、例えば差込口２０１の底部を
形成する周壁部に配設されている。このように、駆動源８１は、制御装置２００の外部を
示す差込口２０１の内部２０１ａに配設されるのではない。また駆動源８１は、外部に露
出するように配設されていない。
【００２８】
　図２Ａに示すように、駆動源８１は、駆動力としての磁力を発生する磁力発生部８３を
有している。磁力発生部８３は、例えばＳ極またはＮ極として機能する電磁石として形成
されている。磁力は、磁力発生部８３を中心に発生する。この磁力は、後述する磁性体９
５ａに対する斥力または引力として機能する。
【００２９】
　図１と図２Ａとに示すように、コネクタ６５ａは、差込口２０１に差し込まれるように
、コネクタ６５ａの本体から突出している例えば凸形状の突出部６５ｂを有している。突
出部６５ｂは、差込口２０１に差し込まれ、差込口２０１と嵌合する。突出部６５ｂは、
差込口２０１と略同一の形状を有している。突出部６５ｂは、コネクタ６５ａと例えば一
体であってもよいし、コネクタ６５ａに対して着脱自在であっても良い。図２Ａに示すよ
うに、突出部６５ｂの内部は、コネクタ６５ａの内部と連通している。またコネクタ６５
ａ及び突出部６５ｂは、密閉されており、気密と水密とを確保している。突出部６５ｂは
、コネクタ６５ａの外装の一部を示す。
【００３０】
　充填部９３は、例えば筐体であり、この突出部６５ｂの内部に配設されている。このた
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め充填部９３は、気密と水密とを確保された状態で配設されている。充填部９３は、例え
ば枠部材である。充填部９３の内部は、コネクタ６５ａの内部と連通しており、コネクタ
６５ａの外部とは隔壁されている。充填部９３は、非磁性体である。このような充填部９
３は、例えば、樹脂、または磁性を含まない金属によって形成されている。
【００３１】
　可動部９５は、突出部６５ｂの内部に配設される。前述したように、コネクタ６５ａ及
び突出部６５ｂは、密閉されており、気密と水密とを確保している。このため可動部９５
は、気密と水密とを確保された状態で配設されている。
【００３２】
　可動部９５は、冷媒を照明部３１に供給するために充填部９３の一部として構成されて
いる。可動部９５は、充填部９３の内部に配設され、冷媒を照明部３１に供給するために
駆動力によって充填部９３の内部にて可動する。言い換えると、可動部９５は、充填部９
３の一部であるため、駆動源８１によって充填部９３を可動させることとなる。
【００３３】
　可動部９５は、充填部９３の内部に配設され、駆動力である磁力が作用する磁性体９５
ａと、充填部９３を封止するように充填部９３の内部に配設され、磁性体９５ａを保持し
、磁性体９５ａに対する磁力の作用状態に応じて差込方向に沿って往復に可動することで
冷媒を圧送する圧送部９５ｂとを有している。可動部９５は、差込口２０１への突出部６
５ｂの差込方向において、後述する流動チューブ１０１ａ，１０１ｂと磁力発生部８３と
の間に配設されており、流動チューブ１０１ａ，１０１ｂと磁力発生部８３とに対して同
一直線上に配設されている。この差込方向は、コネクタ６５ａと制御装置２００との接続
方向であることを示す。
【００３４】
　磁性体９５ａは、例えば永久磁石である。磁性体９５ａは、磁力発生部８３を中心に発
生する磁力が磁性体９５ａに作用するように、充填部９３に配設されている。磁性体９５
ａは、差込方向において、流動チューブ１０１ａ，１０１ｂと磁力発生部８３とに対して
同一直線上に配設されている。また磁性体９５ａは、差込方向において、例えば磁力発生
部８３と対向するように配設されている。
【００３５】
　磁性体９５ａにおいて、例えば磁力発生部８３に対向する側がＳ極として形成され、流
動チューブ１０１ａ，１０１ｂに対向する側がＮ極として形成されている。磁性体９５ａ
には、差込方向において、斥力または引力である磁力が作用する。図３Ａに示すように、
斥力である磁力が磁性体９５ａに作用すると、磁性体９５ａは差込方向において磁力発生
部８３から引き離される。また図３Ｃに示すように、引力である磁力が磁性体９５ａに作
用すると、磁性体９５ａは差込方向において磁力発生部８３に引き寄せられる。
【００３６】
　このように磁性体９５ａには、差込方向において磁力が作用する。そして磁性体９５ａ
は、差込方向に沿って、充填部９３において駆動源８１と流動チューブ１０１ａ，１０１
ｂとの間を移動する。
【００３７】
　圧送部９５ｂは、冷媒が充填部９３から漏れることを防止するために、充填部９３を封
止する。圧送部９５ｂは、例えば膜として形成されている。圧送部９５ｂの平面方向は、
差込方向に対して直交している。このような圧送部９５ｂは、伸縮自在な弾性部材によっ
て形成されており、撓むことが可能である。弾性部材は、例えば樹脂製のゴムである。圧
送部９５ｂは、非磁性体である。圧送部９５ｂは、例えばダイアフラムである。
【００３８】
　圧送部９５ｂの縁は、充填部９３の内周面に例えば接着などによって固定されている。
このため圧送部９５ｂは、充填部９３に対して位置を固定されている。また圧送部９５ｂ
は、例えば、磁力発生部８３を中心に発生する磁力が磁性体９５ａに作用し、磁性体９５
ａが磁力発生部８３に対向し、磁性体９５ａが圧送部９５ｂに載置されるように、磁性体
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９５ａを例えば圧送部９５ｂの中心にて保持している。これにより磁性体９５ａも、充填
部９３の内部に配設されることとなる。このように、差込方向において、例えば磁力発生
部８３と磁性体９５ａと圧送部９５ｂと流動チューブ１０１ａ，１０１ｂとの順で配設さ
れている。
【００３９】
　図３Ａに示すように、斥力である磁力が磁性体９５ａに作用し、磁性体９５ａが差込方
向において磁力発生部８３から引き離される際、磁性体９５ａを保持する圧送部９５ｂは
、差込方向において磁力発生部８３から引き離されるように撓む。なお圧送部９５ｂの縁
が充填部９３の内周面に固定されているため、圧送部９５ｂにおいて、磁性体９５ａが当
接する部分が最も大きく磁力発生部８３から引き離され、圧送部９５ｂの縁側が小さく磁
力発生部８３から引き離される。言い換えると圧送部９５ｂは、磁性体９５ａを中心に流
動チューブ１０１ａ，１０１ｂに向かって圧送部９５ｂの弾性力によって例えばＶ字状に
撓むこととなる。このとき、圧送部９５ｂは、流動チューブ１０１ａを介して、充填部９
３に充填されている冷媒を照明部３１に向かって圧送する。
【００４０】
　また図３Ｃに示すように、引力である磁力が磁性体９５ａに作用し、磁性体９５ａが差
込方向において磁力発生部８３に引き寄せられる際、磁性体９５ａを保持する圧送部９５
ｂは、差込方向において磁力発生部８３に引き寄せられるように撓む。なお圧送部９５ｂ
の縁が充填部９３の内周面に固定されているため、圧送部９５ｂにおいて、磁性体９５ａ
が当接する部分が最も大きく磁力発生部８３に引き寄せられ、圧送部９５ｂの縁側が小さ
く磁力発生部８３に引き寄せられる。言い換えると圧送部９５ｂは、磁性体９５ａを中心
に磁力発生部８３に向かって圧送部９５ｂの弾性力によって例えばＶ字状に撓むこととな
る。このとき、圧送部９５ｂは、照明部３１から流動チューブ１０１ｂを介して戻る冷媒
を充填部９３に向かって吸引する。
【００４１】
　このように圧送部９５ｂの振幅は、縁側よりも中心側にて大きくなる。またこのような
圧送部９５ｂは、磁性体９５ａに対する磁力の作用状態に応じて、つまり、斥力と引力と
が交互に磁性体９５ａに作用することで、振動することとなる。このように圧送部９５ｂ
は、充填部９３の内部、且つ磁力発生部８３と流動チューブ１０１ａ，１０１ｂとの間で
差込方向に沿って振動する。言い換えると、圧送部９５ｂは、充填部９３の内部、且つ磁
力発生部８３と流動チューブ１０１ａ，１０１ｂとの間で、差込方向に沿って往復運動す
る。圧送部９５ｂは、振動することで、冷媒を充填部９３から照明部３１に圧送し、冷媒
を照明部３１から充填部９３に向かって吸引する。
【００４２】
　また図２Ａと図２Ｂとに示すように、ポンプ機構７１は、冷媒を照明部３１にまで供給
するための供給用の流動チューブ１０１ａと、照明部３１から冷媒を戻すために冷媒を吸
引するための吸引用の流動チューブ１０１ｂとを有している。　
　流動チューブ１０１ａの一端部は、充填部９３と接続している。流動チューブ１０１ａ
は、コネクタ６５ａとユニバーサルコード６５と操作部６０と挿入部とを挿通している。
流動チューブ１０１ａの他端部は、先端硬質部２１における照明部３１と接続している。
　
　また流動チューブ１０１ｂの一端部は、充填部９３と接続している。流動チューブ１０
１ｂは、コネクタ６５ａとユニバーサルコード６５と操作部６０と挿入部とを挿通してい
る。流動チューブ１０１ｂの他端部は、先端硬質部２１における照明部３１と接続してい
る。
【００４３】
　このように流動チューブ１０１ａ，１０１ｂは、図１に示すように内視鏡１２の内部に
のみ配設されており、制御装置２００側には配設されていない。また流動チューブ１０１
ａ，１０１ｂは、内視鏡１２によって気密と水密とを確保された状態で配設されている。
また流動チューブ１０１ａ，１０１ｂは、内視鏡１２が制御装置２００と分離しても、外
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部と連通しない。また流動チューブ１０１ａは、流動チューブ１０１ｂと別体である。流
動チューブ１０１ａは、流動チューブ１０１ｂと離れて配設されていることが好適である
。
【００４４】
　流動チューブ１０１ａ，１０１ｂは、例えば樹脂によって形成されている。流動チュー
ブ１０１ａ，１０１ｂと充填部９３との接続位置は、差込方向において、例えば磁力発生
部８３と同一直線上に配設されている。またこれら接続位置は、差込方向に直交する方向
において、例えば、互いに同一平面上に配設されている。流動チューブ１０１ａ，１０１
ｂは、充填部９３に対して例えば着脱自在となっている。
【００４５】
　また図２Ａと図２Ｂとに示すように、ポンプ機構７１は、流動チューブ１０１ａと充填
部９３との接続部に配設されている開閉弁１０３ａを有している。開閉弁１０３ａは、逆
止弁となっている。詳細には、開閉弁１０３ａは、図１と図３Ａとに示すようにポンプ部
９１が冷媒を充填部９３から流動チューブ１０１ａを介して照明部３１に供給する際に開
き、図１と図３Ｃとに示すようにポンプ部９１が冷媒を照明部３１から流動チューブ１０
１ｂを介して充填部９３に吸引する際に閉じる。この開閉弁１０３ａは、図３Ｃに示すよ
うにポンプ部９１が冷媒を照明部３１から流動チューブ１０１ｂを介して充填部９３に吸
引する際に、ポンプ部９１が冷媒を流動チューブ１０１ａから充填部９３に吸引すること
を防止し、冷媒が流動チューブ１０１ａから充填部９３に逆流することを防止する。
【００４６】
　また図２Ａと図２Ｂとに示すように、ポンプ機構７１は、流動チューブ１０１ｂと充填
部９３との接続部に配設されている開閉弁１０３ｂを有している。開閉弁１０３ｂは、逆
止弁となっている。開閉弁１０３ｂは、図１と図３Ａとに示すようにポンプ部９１が冷媒
を充填部９３から流動チューブ１０１ａを介して照明部３１に供給する際に閉じ、図１と
図３Ｃとに示すようにポンプ部９１が冷媒を照明部３１から流動チューブ１０１ｂを介し
て充填部９３に吸引する際に開く。この開閉弁１０３ｂは、ポンプ部９１が冷媒を充填部
９３から流動チューブ１０１ａに供給する際に、ポンプ部９１が冷媒を充填部９３から流
動チューブ１０１ｂに供給することを防止し、冷媒が充填部９３から流動チューブ１０１
ｂに逆流することを防止する。
【００４７】
　開閉弁１０３ａと開閉弁１０３ｂとは、差込方向に直交する方向において、例えば、同
一平面上に配設されている。
【００４８】
　このように充填部９３と流動チューブ１０１ａ，１０１ｂとは、開閉弁１０３ａ，１０
３ｂによって、図１に示すように一方向にのみ冷媒を循環させる循環経路を形成する。そ
してこの循環経路は、外部と連通せず、内視鏡１２の内部にのみ配設されており、内視鏡
１２によって気密と水密とを確保された状態で配設されている。またこの循環経路は、発
熱源である照明部３１を冷却する冷媒が流れる冷却のための流路となる。そしてポンプ機
構７１は、ポンプ部９１と充填部９３と流動チューブ１０１ａ，１０１ｂとによって、内
視鏡１２の内部で冷媒を循環させることとなる。
【００４９】
　次に図２Ａと図２Ｂとを参照して、制御装置２００について説明する。制御装置２００
は、コネクタ６５ａが制御装置２００と接続することで内視鏡１２を制御する。制御装置
２００は、上述した駆動源８１（磁力発生部８３）と、駆動源８１（磁力発生部８３）を
制御する制御部２０３とを有している。駆動源８１と制御部２０３とは、制御装置２００
の内部に配設されている。
【００５０】
　制御部２０３は、突出部６５ｂが差込口２０１に差し込まれると同時に、磁力発生部８
３が磁力を発生するように駆動源８１を制御する。また制御部２０３は、突出部６５ｂが
差込口２０１に差し込まれている間、磁力発生部８３が磁力を発生するように駆動源８１
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を制御する。また制御部２０３は、突出部６５ｂが差込口２０１から抜き取られると、磁
力発生部８３が停止するように駆動源８１を制御する。このとき、制御部２０３は、磁力
発生部８３がＳ極またはＮ極として機能し、斥力である磁力と引力である磁力とが磁力発
生部８３と磁性体９５ａとの間にて交互に発生し、斥力である磁力と引力である磁力とが
磁性体９５ａに対して交互に作用するように、磁力発生部８３を制御する。
【００５１】
　またポンプ機構７１は、突出部６５ｂが差込口２０１に差し込まれた際に、冷媒が充填
されている充填部９３を冷却する冷却部２０５と、駆動源８１と冷却部２０５とから発生
した熱を制御装置２００の外部に放出する放熱部２０７とをさらに有している。冷却部２
０５と放熱部２０７とは、制御装置２００の内部に配設されている。
【００５２】
　冷却部２０５は、密閉された制御装置２００の内部、且つ差込口２０１を形成する制御
装置２００の周壁部に配設されている。本実施形態では、冷却部２０５は、例えば差込口
２０１の周面を形成する周壁部に配設されている。また冷却部２０５は、差込方向に直交
する方向に沿って、１対配設されている。また冷却部２０５は、コネクタ６５ａが差込口
２０１に差し込まれた際に、差込方向において、圧送部９５ｂと開閉弁１０３ａ，１０３
ｂとの間に配設されている。冷却部２０５は、例えば板状の半導体素子である。より詳細
には、冷却部２０５は、例えばペルチェ素子などである。
【００５３】
　冷却部２０５は、突出部６５ｂと差込口２０１の周面を形成する周壁部とを介して充填
部９３を冷却し、充填部９３に充填されている冷媒を間接的に冷却する。
【００５４】
　放熱部２０７は、駆動源８１と冷却部２０５とに対して例えばヒートパイプなどの伝熱
部材２０９によって接続している。放熱部２０７は、制御装置２００の内部且つ制御装置
２００の外周壁に配設されている。
【００５５】
　次に本実施形態の動作方法について図２Ａと図２Ｂと図３Ａと図３Ｂと図３Ｃと図３Ｄ
とを参照して説明する。　
　図２Ｂに示すように、コネクタ６５ａ（突出部６５ｂ）は差込口２０１に差し込まれ、
内視鏡１２は制御装置２００と接続する。これにより可動部９５（磁性体９５ａと圧送部
９５ｂ）は、差込方向において、流動チューブ１０１ａ，１０１ｂと磁力発生部８３との
間に配設され、流動チューブ１０１ａ，１０１ｂと磁力発生部８３とに対して同一直線上
に配設される。また充填部９３の側面は、突出部６５ｂと差込口２０１の周面を形成する
周壁部とを介して冷却部２０５に対向するように配設される。
【００５６】
　内視鏡１２が制御装置２００と接続した際、照明部３１は、照明する。同時に、制御部
２０３は、磁力発生部８３がＳ極またはＮ極として機能し、斥力である磁力と引力である
磁力とが磁力発生部８３と磁性体９５ａとの間にて交互に発生し、斥力である磁力と引力
である磁力とが磁性体９５ａに対して交互に作用するように、磁力発生部８３を制御する
。
【００５７】
　図３Ａに示すように、例えば磁力発生部８３がＳ極となるように制御部２０３によって
制御されると、磁性体９５ａには、差込方向において、斥力である磁力が作用する。斥力
である磁力が磁性体９５ａに作用すると、磁性体９５ａは差込方向において磁力発生部８
３から引き離される。　
　そして磁性体９５ａを保持する圧送部９５ｂは、差込方向において磁力発生部８３から
引き離されるように撓む。なお圧送部９５ｂの縁が充填部９３の内周面に固定されている
ため、圧送部９５ｂにおいて、磁性体９５ａが当接する部分が最も大きく磁力発生部８３
から引き離され、圧送部９５ｂの縁側が小さく磁力発生部８３から引き離される。このと
き開閉弁１０３ａは圧送部９５ｂの動作に応じて開き、開閉弁１０３ｂは圧送部９５ｂの
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動作に応じて閉じる。よって、圧送部９５ｂは、流動チューブ１０１ａを介して、充填部
９３に充填されている冷媒を照明部３１に向かって圧送する（Ｓｔｅｐ１）。
【００５８】
　なおＳｔｅｐ１において、開閉弁１０３ｂが閉じているために、ポンプ部９１が冷媒を
充填部９３から流動チューブ１０１ｂに供給することが防止され、冷媒が充填部９３から
流動チューブ１０１ｂに逆流することが防止される。
【００５９】
　次に図３Ｂに示すように、磁力発生部８３がＳ極からＮ極に切り替わるように制御部２
０３によって制御されると、磁性体９５ａを保持する圧送部９５ｂは、圧送部９５ｂの弾
性力によって元の位置に戻る。つまり、圧送部９５ｂは、撓まず、平面状態に戻る。同時
に、開閉弁１０３ａ，１０３ｂは、圧送部９５ｂの動作に応じて閉じる（Ｓｔｅｐ２）。
【００６０】
　次に図３Ｃに示すように、磁力発生部８３がＮ極となるように制御部２０３によって制
御されると、磁性体９５ａには、差込方向において、引力である磁力が作用する。引力で
ある磁力が磁性体９５ａに作用すると、磁性体９５ａは差込方向において磁力発生部８３
に引き寄せられる。　
　そして磁性体９５ａを保持する圧送部９５ｂは、差込方向において磁力発生部８３に引
き寄せられるように撓む。なお圧送部９５ｂの縁が充填部９３の内周面に固定されている
ため、圧送部９５ｂにおいて、磁性体９５ａが当接する部分が最も大きく磁力発生部８３
に引き寄せられ、圧送部９５ｂの縁側が小さく磁力発生部８３に引き寄せられる。このと
き開閉弁１０３ａは圧送部９５ｂの動作に応じて閉じ、開閉弁１０３ｂは圧送部９５ｂの
動作に応じて開く。よって、圧送部９５ｂは、照明部３１から流動チューブ１０１ｂを介
して熱を含む冷媒を充填部９３に向かって吸引する（Ｓｔｅｐ３）。
【００６１】
　なおＳｔｅｐ３において、開閉弁１０３ａが閉じているために、ポンプ部９１が冷媒を
流動チューブ１０１ａから充填部９３に吸引することが防止され、冷媒が流動チューブ１
０１ａから充填部９３に逆流することが防止される。
【００６２】
　次に図３Ｄに示すように、磁力発生部８３がＮ極からＳ極に切り替わるように制御部２
０３によって制御されると、磁性体９５ａを保持する圧送部９５ｂは、圧送部９５ｂの弾
性力によって元の位置に戻る。つまり、圧送部９５ｂは、撓まず、平面状態に戻る。同時
に、開閉弁１０３ａ，１０３ｂは、圧送部９５ｂの動作に応じて閉じる（Ｓｔｅｐ４）。
　
　この後、前述したＳｔｅｐ１の動作に戻る。
【００６３】
　Ｓｔｅｐ１の動作とＳｔｅｐ２の動作とＳｔｅｐ３の動作とＳｔｅｐ４の動作とが順に
繰り返されることで、圧送部９５ｂは、充填部９３の内部、且つ磁力発生部８３と流動チ
ューブ１０１ａ，１０１ｂとの間で振動、つまり往復に可動することとなる。また圧送部
９５ｂは、振動することで、冷媒を充填部９３から照明部３１に圧送し、冷媒を照明部３
１から充填部９３に向かって吸引する。そして充填部９３と流動チューブ１０１ａ，１０
１ｂとは、開閉弁１０３ａ，１０３ｂによって、一方向にのみ冷媒を循環させる循環経路
を形成する。そしてポンプ機構７１は、ポンプ部９１と充填部９３と流動チューブ１０１
ａ，１０１ｂとによって、図１に示すように、内視鏡１２の内部で冷媒を循環させること
となる。
【００６４】
　これにより冷媒は照明部３１に流れ、照明部３１は冷媒によって冷却される。また冷媒
は、照明部３１において、照明部３１から発生した熱を有することとなる。この熱を有す
る冷媒は、照明部３１から流動チューブ１０１ｂを介して充填部９３に戻るまでに放熱し
、冷えた冷媒に戻る。
【００６５】
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　なおコネクタ６５ａ（突出部６５ｂ）が差込口２０１に差し込まれると同時に、冷却部
２０５は、充填部９３を冷却し、充填部９３を介して冷媒を冷却する。これによりポンプ
部９１は、確実に冷えた冷媒を照明部３１に供給することとなる。　
　また冷媒が照明部３１から発生した熱を有する状態で充填部９３に戻ってきたとしても
、前述したように、冷媒は充填部９３において冷却部２０５によって冷却される。よって
冷媒は、確実に冷却され、冷えた冷媒に戻る。
【００６６】
　また冷却部２０５は、冷媒と充填部９３とを冷却するために熱を発生する。しかし冷却
部２０５は、伝熱部材２０９によって放熱部２０７と接続している。よって、冷却部２０
５で生じた熱は、伝熱部材２０９を通じて放熱部２０７に伝達され、放熱部２０７によっ
て制御装置２００の外部に放出される。　
　また駆動源８１は、駆動力を発生させるために、熱を発生する。しかし駆動源８１は、
伝熱部材２０９によって放熱部２０７と接続している。よって、駆動源８１で生じた熱は
、伝熱部材２０９を通じて放熱部２０７に伝達され、放熱部２０７によって制御装置２０
０の外部に放出される。
【００６７】
　また発熱する冷却部２０５と駆動源８１とは制御装置２００に配設されており、充填部
９３と可動部９５とは内視鏡１２の内部に配設されており、内視鏡１２と制御装置２００
とは別体である。よって冷却部２０５と駆動源８１から発生した熱は、内視鏡１２が制御
装置２００から分離することで、充填部９３に伝達されることが防止される。
【００６８】
　なお冷却部２０５と放熱部２０７とは、ポンプ機構７１の熱対策のための構造である。
この冷却部２０５と放熱部２０７とは、制御装置２００に配設されており、コネクタ６５
ａを含む内視鏡１２には配設されていない。よって、内視鏡１２は、ポンプ機構７１の熱
対策のための構造である冷却部２０５と放熱部２０７とよって大型化することが防止され
る。
【００６９】
　また突出部６５ｂが差込口２０１から抜き取られ、内視鏡１２が制御装置２００から分
離すると、磁力発生部８３は停止する。この状態において、駆動源８１は制御装置２００
の内部に配設され、充填部９３と可動部９５とは気密を確保されたコネクタ６５ａの内部
に配設されている。また流動チューブ１０１ａ，１０１ｂは、内視鏡１２の内部にのみ配
設されている。よって、内視鏡１２が制御装置２００から分離しても、内視鏡１２におい
て気密性が確保されているために、冷却のための流路である充填部９３と流動チューブ１
０１ａ，１０１ｂとに対して気密性が確保される。　
　この点は、内視鏡１２が制御装置２００と接続しても同様である。
【００７０】
　このように本実施形態では、駆動源８１を制御装置２００の内部に配設し、コネクタ６
５ａの内部を気密に確保し、充填部９３と可動部９５とをコネクタ６５ａの内部に配設し
、可動部９５が駆動源８１の駆動力によって冷媒を照明部３１に供給する。これにより本
実施形態では、内視鏡１２が制御装置２００に対して接続または分離する場合であっても
、冷却のための流路である充填部９３と流動チューブ１０１ａ，１０１ｂとに対して気密
性を容易に確保できる。
【００７１】
　また本実施形態では、充填部９３と流動チューブ１０１ａ，１０１ｂとに対して気密性
を確保できるために、これらに対して洗浄作業を不要にでき、洗浄作業を考慮することな
く内視鏡１２を制御装置２００に対して自在に接続または分離できる。
【００７２】
　また本実施形態では、充填部９３と可動部９５とを、本体部６１と把持部６３とではな
く、コネクタ６５ａに配設している。よって本実施形態では、本体部６１と把持部６３と
の大型化を防止することができ、内視鏡１２の操作性と可搬性との低下を防止することが
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できる。
【００７３】
　また本実施形態では、磁力発生部８３が磁力を発生し、この磁力は周壁部と突出部６５
ｂとを介して磁性体９５ａに作用し、圧送部９５ｂは磁性体９５ａに対する磁力の作用状
態に応じて振動する。これにより本実施形態では、駆動源８１と、充填部９３と可動部９
５とを別体にでき、駆動源８１を制御装置２００の内部に配設でき、充填部９３と可動部
９５とをコネクタ６５ａの内部に配設できる。よって本実施形態では、上述した効果を実
施でき、さらに簡易な構成で冷媒を照明部３１に供給することができる。
【００７４】
　また本実施形態では、可動部９５（磁性体９５ａと圧送部９５ｂ）は、差込方向におい
て、流動チューブ１０１ａ，１０１ｂと磁力発生部８３との間に配設され、流動チューブ
１０１ａ，１０１ｂと磁力発生部８３とに対して同一直線上に配設される。これにより本
実施形態では、磁力を磁性体９５ａに無駄なく作用させることができ、圧送部９５ｂは無
駄なく駆動力（磁力）を得ることができる。また本実施形態では、ポンプ部９１は冷媒を
無駄なく充填部９３から流動チューブ１０１ａに供給でき、ポンプ部９１は冷媒を無駄な
く流動チューブ１０１ｂから充填部９３に吸引できる。
【００７５】
　また本実施形態では、圧送部９５ｂは磁性体９５ａを圧送部９５ｂの中心に保持してい
る。これにより本実施形態では、圧送部９５ｂは滑らかに振動することができ、ポンプ部
９１は冷媒を無駄なく充填部９３から流動チューブ１０１ａに供給でき、ポンプ部９１は
冷媒を無駄なく流動チューブ１０１ｂから充填部９３に吸引できる。
【００７６】
　また本実施形態では、充填部９３と可動部９５とはコネクタ６５ａ（突出部６５ｂ）に
よって覆われている。よって本実施形態では、外力から充填部９３と可動部９５とを保護
することができる。
【００７７】
　また本実施形態では、流動チューブ１０１ａによって冷媒を照明部３１にまで確実に供
給でき、流動チューブ１０１ｂによって確実に冷媒を吸引できる。
【００７８】
　また本実施形態では、開閉弁１０３ａ，１０３ｂによって、充填部９３と流動チューブ
１０１ａ，１０１ｂとにおいて一方向にのみ冷媒を循環させることができる。また本実施
形態では、開閉弁１０３ａ，１０３ｂによって冷媒が充填部９３と流動チューブ１０１ａ
，１０１ｂとを逆流することを防止できる。
【００７９】
　また本実施形態では、冷却部２０５によって、冷媒を確実に冷やすことができる。また
本実施形態では、冷媒が照明部３１から発生した熱を有する状態で充填部９３に戻ってき
たとしても、冷却部２０５によって冷媒を充填部９３にて冷却できる。
【００８０】
　また本実施形態では、放熱部２０７によって、駆動源８１と冷却部２０５との熱を制御
装置２００の外部に放出できる。なお放熱部２０７は、伝熱部材２０９を介して制御部２
０３と接続し、制御部２０３から発生した熱を制御装置２００の外部に放出してもよい。
【００８１】
　また本実施形態では、発熱する冷却部２０５と駆動源８１とを制御装置２００に配設し
、充填部９３と可動部９５とを内視鏡１２に配設し、内視鏡１２と制御装置２００とは別
体である。よって本実施形態では、内視鏡１２が制御装置２００から分離することで、冷
却部２０５と駆動源８１から発生した熱が充填部９３と可動部９５とに伝達されることを
抑制できる。
【００８２】
　また本実施形態では、ポンプ機構７１の熱対策のための構造である冷却部２０５と放熱
部２０７とを、制御装置２００に配設し、コネクタ６５ａを含む内視鏡１２には配設して
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いない。よって本実施形態では、内視鏡１２がポンプ機構７１の熱対策のための構造であ
る冷却部２０５と放熱部２０７とよって大型化することを防止できる。
【００８３】
　また本実施形態では、ポンプ機構７１の熱対策のための構造である冷却部２０５と放熱
部２０７とを内視鏡１２に比べて比較的スペースに余裕のある制御装置２００に配設する
。よって本実施形態では、冷却部２０５と放熱部２０７との設計の自由度を向上させるこ
とができる。
【００８４】
　なお本実施形態では、冷媒とは、例えば液体や気体といった流体である。冷媒が気体の
場合、流動チューブ１０１ｂは、配設されていなくても良い。
【００８５】
　また本実施形態では、コネクタ６５ａは差込口２０１に差し込まれたが、磁力が磁性体
９５ａに作用すればこれに限定される必要は無い。例えば、差込口２０１が配設されてお
らず、コネクタ６５ａは制御装置２００の駆動源８１付近に当接してもよい。
【００８６】
　次に本実施形態の第１の変形例について図４Ａと図４Ｂとを参照して説明する。　
　本変形例の駆動源８１において、磁力発生部８３は、例えばボイスコイルとして形成さ
れている。この場合、磁力発生部８３は、差込方向に対して直交する方向に沿って、複数
例えば１対配設されている。このような磁力発生部８３は、例えば差込口２０１の周面を
形成する周壁部に配設されている。このため磁力発生部８３は、例えば冷却部２０５と同
一平面上に配設されている。
【００８７】
　また本変形例では、磁力発生部８３の磁束密度が最も高い位置に磁性体９５ａが配設さ
れるように、磁性体９５ａと圧送部９５ｂとは配設されている。また、本変形例では、磁
性体９５ａと圧送部９５ｂとが差し込み方向に対して直交する方向において磁力発生部８
３同士に挟み込まれるように、磁性体９５ａと圧送部９５ｂとは配設されている。つまり
、磁性体９５ａと圧送部９５ｂとは、直交する方向において、磁力発生部８３に対して同
一直線上に配設されている。このとき磁性体９５ａは、各磁力発生部８３から等距離離れ
ている。
【００８８】
　本変形例では圧送部９５ｂの平面方向は、差込方向に対して直交している。また圧送部
９５ｂは、差込方向に沿って振動、つまり往復に可動する。
【００８９】
　このように本変形例では、磁力発生部８３の磁束密度が最も高い位置に磁性体９５ａが
配設されている。これにより本変形例では、磁性体９５ａは大きな駆動力（磁力）を得る
ことができ、圧送部９５ｂは高い圧力で冷媒を圧送できる。
【００９０】
　また本変形例では、磁性体９５ａと圧送部９５ｂとは磁力発生部８３によって挟み込ま
れる。よって本変形例では、磁力が常に磁性体９５ａに確実に作用することができ、圧送
部９５ｂは高い圧力で冷媒を圧送できる。
【００９１】
　次に本実施形態の第２の変形例について図５Ａと図５Ｂと図５Ｃと図５Ｄとを参照して
説明する。　
　本変形例の駆動源８１は、第１の変形例と同様に配設されている。　
　本変形例の１対の冷却部２０５は、差込方向と、１対の駆動源８１同士を結ぶ方向とに
対して直交するように配設されている。
【００９２】
　本変形例の圧送部９５ｂは、例えば充填部９３の中心軸上に配設されており、各駆動源
８１とは等距離離れている。また圧送部９５ｂの平面方向は、差込方向に対して略平行と
なっている。このため、圧送部９５ｂの一面部側と他端面側とには、駆動源８１が配設さ
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【００９３】
　これにより本変形例では、圧送部９５ｂを一方の駆動源８１から引き離しても、圧送部
９５ｂを確実に他方の駆動源８１に引き寄せることができる。よって本変形例では、磁力
が常に磁性体９５ａに確実に作用することができ、圧送部９５ｂが高い圧力で冷媒を圧送
できる。
【００９４】
　次に本発明に係る第２の実施形態について図６を参照して説明する。　
　本実施形態の圧送部９５ｂは、磁性体９５ａを内部に保持し、磁性体９５ａに対する磁
力の作用状態に応じて充填部９３を摺動することで冷媒を圧送する。圧送部９５ｂは、例
えば差込方向に沿って摺動する。
【００９５】
　これにより本実施形態では、上述した第１の実施形態と同様の効果を得ることができる
。また本実施形態では、圧送部９５ｂ全体が充填部９３を摺動することで、より確実に冷
媒を循環させることができる。
【００９６】
　次に本発明に係る第３の実施形態について図７を参照して説明する。　
　駆動源８１は、駆動力を発生させる駆動発生源８５と、駆動力によって駆動する駆動体
であるピストン８７とを有している。駆動発生源８５は、例えばモータである。ピストン
８７は、駆動発生源８５を介して差込方向に対して往復に可動する。つまりピストン８７
は、差込方向に沿って駆動力によって往復運動する。ピストン８７は、底部に配設されて
いる凹部２０１ｂに配設されている。ピストン８７は、凹部２０１ｂから突出、または凹
部２０１ｂに収容されるように駆動する。
【００９７】
　圧送部９５ｂは、往復に可動するピストン８７によって押圧されることで冷媒を圧送す
る。圧送部９５ｂは、充填部９３を封止するように充填部９３に配設されている。圧送部
９５ｂは、例えばシリンダである。圧送部９５ｂは、ピストン８７を受ける例えば金属製
の受け部９５ｃを有している。
【００９８】
　これにより本実施形態では、上述した第１の実施形態と同様の効果を得ることができる
。また本実施形態では、受け部９５ｃにより、ピストン８７によって圧送部９５ｂが破壊
されることを防止することができる。
【００９９】
　また本実施形態では、ピストン８７と圧送部９５ｂとは硬質の素材によって構成でき、
送気時の圧力で変形しないために、確実に圧送部９５ｂに押圧力を伝達でき、より高い圧
力で冷媒を循環させることができる。
【０１００】
　本発明は、上記実施形態そのままに限定されるものではなく、実施段階ではその要旨を
逸脱しない範囲で構成要素を変形して具体化できる。また、上記実施形態に開示されてい
る複数の構成要素の適宜な組み合せにより種々の発明を形成できる。
【符号の説明】
【０１０１】
　１０…内視鏡システム、１２…内視鏡、３０…照明ユニット、３１…照明部、７１…ポ
ンプ機構、８１…駆動源、８３…磁力発生部、９１…ポンプ部、９３…充填部、９５…可
動部、９５ａ…磁性体、９５ｂ…圧送部、１０１ａ，１０１ｂ…流動チューブ、１０３ａ
，１０３ｂ…開閉弁、２００…制御装置、２０１…差込口、２０３…制御部、２０５…冷
却部、２０７…放熱部、２０９…伝熱部材。
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